
令和６年度　自己評価（結果）

学校番号 62208 学校法人脇谷学園　静岡南幼稚園 記載者 青島範明

学校教育目標

教育方針

評価 今年度の成果と課題 次年度の取組
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・現在求められる幼児教育のあり方を明確
にし、本園での教育プログラムは、それを
実現できることを明確に保護者に伝えた。
・りんごちゃんルームやふれあい遊びで行
事を通じて幼稚園を知ってもらう機会を増
やし、
未就園児関係の交流拡大や外部との交流
の場を提供した。
・園見学の随時受付や保護者の希望に丁
寧に対応し、保護者にとって魅力ある園で
あることを示した。

・子ども達が楽しく学べる教育環境や独自
のカリキュラムを紹介するため、パンフレッ
トやウェブサイトを充実するとともに、イン
スタグラムなどでの発信力を強め、フォロ
アー数を増加させる。
・インクルーシブ教育に対し、積極的に取り
組む幼稚園としての姿をPRする。
・未就園児の活動を年度末に伝えることで
早期の園探しに対応。
・在園児と未就園児との交流の機会を増
やし、本園をより身近に感じてもらう。
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・「主体的・対話的で、深い学び」を展
開する幼稚園として、教育環境を整え
カリキュラムを展開した。
・子ども達が遊びに活用できる教材ア
プリを取り入れた。
・インクルーシブ教育実現のため、特
別支援コーディネーターを独立した存
在としておき、子どもを取り巻く関係者
のコーディネートを丁寧に行い、多様
な特性を持つ子どもたちに対応した。

・「おうちえん」を導入することで、子どもの
様子の写真掲載や毎月のコメントをアプリ
で保護者に配信し、家庭と担任の情報交
換がしやすい環境をこう着くする。
・私立小学校や中学校との提携を強化し、
私学教育に対する関心度の高い家庭層を
増やすことで、園児募集の範囲を拡大す
る。
・自ら考えて行動する機会を増やし、子ど
も同士が互いに認め合うことで自己肯定
感を伸ばすと共に、多様性の中で生きる
力を育む。
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・フットボール、リズム遊び、英語、スイ
ミングなどを通じて非認知能力を育て
る教育や主体的・対話的で深い学び
につながる活動を充実させた。
・私立小学校との交流を通じて、入園
前から情報提供を実施し、私立教育の
良さを体験する機会を設けるとともに、
二つの私立小学校から提携園として
の位置づけをされた。
・行事ごとの振り返りや反省会を大切
にし、より良い教育活動に生かした。

・特別な支援が必要な子ども達に対するサ
ポート体制を一層強化する。
・快適で安全に過ごせる施設環境の整備
をするとともに、老朽化が進んでいる施設
の立替やリフォームを検討する。
・デジタル教材の活用を促進する。
・「非認知能力育成」と「主体的・対話的で
深い学び」を実現する幼稚園であることを
外部へアピールする。
・時代や事柄の変化に合わせて、園での
行事や活動を柔軟に変化させる考えを持
つ。

領域 ねらい 評価項目 今年度の達成目標 昨年度の実績 評価 今年度の成果と課題 次年度の取組

学校経営
・

教育課程 ・
指導方法

適切な教育課程が編成され、学習
目標・計画が明示され、日常の学
習活動を効果的に展開する。

教育課程、教育目標・計画・指
導、課題実

・今後もあそびっこの取り組みを
継続し、個々の子どもの能力を見
極め、柔軟に対応していく。また、
クラス担任との連携を強化し、保
護者に園の教育方針やプログラ
ムの意味や理論的背景を啓発す
る活動も重要となるので、プログラ
ムの意味を広く理解してもらう為
の活動をする。

・遠足や多くの園外での活動は、
子ども達にとって貴重な経験であ
り、今後も継続して実施してく。

・あそびっこのプログラムでは、運
動遊びを通じた体力作りや、幅広
い発達領域を促進する教育プログ
ラムが展開され、子どもの主体性
やコミュニケーション能力を育む取
り組みが評価される。

・フットボールでは、単なる運動だ
けでなく、チーム作りや戦略の考
え方を学ぶことが、幼児期に対話
する能力をつける取り組みが驚き
だった。

・写真を使った日々の振り返りは、
子供の成長を促し、自信ややる気
を高めるだけでなく、保護者とのコ
ミュニケーションにも繋がった。
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・保護者に対し、本園の教育方針やプ
ログラムの意味や理論的背景を広く理
解してもらう活動を実施することができ
た。例えば、英語あそびやフットボール
の活動については、保護者参観の機
会を設け、生き生きと活動する園児の
様子と成長を感じてもらえた。特に、
フットボールの活動においては、作戦
会議を子どもたちだけで行い、主体性
を意識した取り組みを実施することで、
日常生活でも主体的に活動する姿を
多く目にすることができたのは、大きな
成果といえる。

・補助の先生方がサポートに入る機会
が増え、その子に合わせた対応が可
能になった。

・年齢に合った園外での活動内容を十
分に検討し、五感を刺激して心身とも
に豊かな成長を促進できるよう、多くの
経験を子どもたちにさせる機会を実施
することができた。

・引き続き、非認知能力育成や主体
的・対話的部深い学びの実現のため
の教育活動を継続して展開していく。
また、外部講師による「リズム遊び」、
「あそびっこ」、「フットボール」、「スイミ
ング」や内部のALTによる「えいご遊
び」を、より保護者や外部へアピール
する。これにより、本園の教育が単な
る実践の積み重ねかで展開しているも
のでなく、理論的な裏付けがあるもの
である点を深い理解してもらい、幼児
教育に対する興味・関心を保護者の
みならず、社会にも知ってもらう。

・教員は、サポートの先生に頼りすぎ
ず、自らの保育スキルを向上させるこ
とに努める。特に年長児は話し合いや
自分で考える力を身につける指導を強
化させる。

・単発的な教育活動ではなく、継続的
かつ子どもの思いに沿った活動を計画
し実施する。

・貴重な体験を提供し続けるため、遠
足や園外活動の場所を見直し、必要
な体験を継続して実施する。

安全管理

日常から防災に対する意識を高
め、予期せぬ災害時に適切な対
応ができる体制作りをすることが
必要。また、学校としても校内の
危険個所の定期的な点検、園バ
スの安全運行といった意識を常に
持ち合わせる。
園児の健康管理のための検診計
画を作成・実行し、疾病者に対す
る治療勧告を行う。

防災訓練（校内・校外）、災害時の
対応、安全な教育環境、安全なス
クールバスの運行、検診計画、健
康管理指導

・安全なバス停の確保や警察、警
備会社との連携を強化する。

・季節ごとの病気対策や車の送迎
ルールの厳守を徹底し、保護者に
も定期的にルールを周知するため
の情報提供を行う。

・今後もあそびっこの取り組みを継続し、
個々の子どもの能力を見極め、柔軟に対
応していく。また、クラス担任との連携を強
化し、保護者に園の教育方針やプログラ
ムの意味や理論的背景を啓発する活動も
重要となるので、プログラムの意味を広く
理解してもらう為の活動をする。

・遠足や多くの園外での活動は、子ども達
にとって貴重な経験であり、今後も継続し
て実施してく。
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・安全な園バス運行のために、園バス
の送迎ルールの厳守を徹底し、降園
時の混雑時には交通整理を行い、安
全に留意した。また、安全ブザーを設
置、安心して利用できるようにした。

・コミュナビの機能を拡張することで、
園児の乗降状況やバスコースのルー
トが保護者に確認できるようになり、利
便性を向上させることができた。

・不審者の園内への侵入を防ぐため、
モニターによる顔の確認を徹底し、記
録をとることで安全対策を強化した。

・流行性の病気の発症者増加の際
は、保護者にメール配信で注意喚起
を、その都度行い、感染者が増加しな
いように協力を求めた。

・保護者のコミュなび申請が守られな
いことや、教師間での連絡ミスがある
ため、保護者によるアプリへの登録や
入力の徹底をする。また、教師による
連絡や名簿記入のミスが見られたの
で、教師同士の確実な連絡を徹底して
いく。

・来園者への警戒、安全を守るため、
常に周囲の状況に注意を払い、不審
な人物や動きを見かけたらすぐに職員
同士で連絡・報告を徹底し、安全体制
の確保をする。

・園児の乗降確認が確実にできるよう
に、運転手と共有できる道具やシステ
ムの導入を検討する。

子育て支援
年間を通じて、本園独自の子育て
支援活動に積極的に取り組む。

年間を通じて、開園日の預かり保
育及び長期休業中の預かり保育
の実施、入園希望者に対する園
の公開活動、未就園児を対象とし
た本園独自の活動の展開

・未就園児たちが幼稚園に来てく
れることが第一なので、未就園児
向けのイベントを継続し、内容に
ついては研修会などに参加して内
容の充実を図る。

・就学後の学校適応に関する保護
者の不安に応えるため、卒園生の
同窓会や保護者の「立ち寄れる
場」を提供するニーズがあるが、
教諭の負担を考えながら、前向き
に検討したい。

・未就園児が楽しめるイベントを継
続し、食物アレルギーや発達につ
いて気軽に相談できる雰囲気を作
る。また、父親の育児参加を促進
するためのアピールも行なう。

・預かり保育の拡充や未就園児を
対象としたリンゴちゃんルームを
通じた保護者の交流の場が提供
されていることが評価される。

・親子ふれあいあそびや園庭開放
を通じて、未就園児の保護者に
とっては、日常的な心配事や情報
収集の場が持て、園の様子や行
事の公開により、入園前から幼稚
園のイメージが持てる点が好評価
を受けている。

・働く保護者にとって預かり保育は
大変ありがたいサービスであり、
園の広報活動やインスタでの未就
園児活動の報告が入園前の信頼
関係構築に役立っている。
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・未就園児対象のイベントを多く組むこ
とにより、幼稚園の楽しさや雰囲気を
伝えることで、満3歳の入園に繋げた。

・イベントを実施する中で、食物アレル
ギーや発達に関する相談ができる雰
囲気を作り、父親の育児参加を促進す
ることができた。さらに、特性を持つ子
どもの保護者から子育ての相談を受
ける機会を常に持ち、入園前から未就
園児に対する支援体制と関係構築を
拡大することができた。また、未就園
児の保護者の情報交換の場として機
能し、卒園児の保護者も相談に来られ
る場を提供することができた。在園児
にとっても、未就園児との交流の場が
でき、小さい子への思いやりの心が芽
生え、優しく接する姿が見られたことも
成果であった。

・年間200日を超える預かり保育を実
施し、働く保護者の支援を行うことがで
きた。また、預かり保育については、1
時間単位で利用できるようにした。

・発達の心配や特性を持つ子どもの保
護者から相談を受け、支援関係を広げ
る体制を作る。

・年間200日を超える預かり保育を継
続し、利用率と利便性の向上に努め
る。

・未就園児向けの活動を魅力的で楽し
いものとし、多くの方に知ってもらうた
めの参加者増加を目指す。
・親子ふれあい子育て広場、親子体
操、りんごちゃんルーム、園見学会等
の参加人数を確保し、早めの年間日
程の案内を行う。また、父親の育児参
加を促進するためのアピールを行う。
こうした活動を通して、より本園の魅力
を理解してもらうよう努める。

遊びを通して様々なことを学び、互いの考えを尊重しながら、自己を確立する。

【総合評価】
　今年度は、全体で教職員の評価が高く出た。毎年のように新たな課題をもって、それを一つひとつ確実に進めていき、成果が上がっていると教職
員一同が感じている結果だと考える。こうした教職員の意識が、ポジティブな思考の方向になると、自分たちの活動に対する自信が深まり、今後も
更なる成長を期待できる組織が作られつつあると強く感じられる。
　本年度は、新しい局面としてインクルーシブ教育の展開という課題の中、特別支援コーディネーターを独立した存在として任命し、保護者・病院・
療育施設・幼稚園・進学先の小学校との連携を密にし、子どもの今後の成長を見守る体制作りと、進路のサポートに当たれるような組織づくりをす
ることができたことは、幼稚園段階としては大きな成果を得たものと考える。今後も、この点を継続して進めていきたい。
　さらに、私立教育の良さを広く保護者に知ってもらうために、小学校進学の選択肢の一つとして、私立小学校を意識してもらうために、市内私立
小学校（常葉大学教育学部附属橘小学校、東海大学附属静岡翔洋小学校）との間で、本園を提携園として位置付けてもらった点は、私立学校教
育への関心を高めてもらう契機となることを期待するものである。
　次年度も、今年度の成果を基盤として、更なる成果を上げるべく努力をするとともに、DXの導入により業務効率の改善と保護者に対する新たな
教育サービスの展開を推し進めていきたい。

2　時代を見据えた教育を展開する。

3　５年度・１０年後を見据えた本園の姿について検討する。

今年度の重点目標

1　少子化がさらに進行する中、目標園児数（収容定員）を獲得する。

・学校教育法及び幼稚園教育要領に従い、幼児教育の役割を遂行する。
・家庭では体験できない新たな世界と出会いの場を設け、幼児の自立に向けた基礎を育成
　することをねらいとした教育を目指す。



特別支援教育
支援が必要な子、気になる子への
対応をすると共に、特別支援計画
をたて実行する。

支援計画・支援体制の確立、巡回
訪問カウンセリングの活用、療育
施設との園児に関する情報交換、
保護者との情報交換

・療育施設の関係者、保護者、そ
して病院の医師との三者で連携を
取り合い、面談やカウンセリング
の内容を、支援が必要な子どもの
ために十分いかせるような支援体
制を構築する。

・支援コーディネーターを置き、療
育施設・病院・保護者・本園との連
携を密にする体制を作る。

・特に「所謂グレーゾーンの子ど
も」に関しては、長期間にわたり見
守り、その子の状況を理解し、保
護者にも理解を促す取り組みを行
う。

・先生方が保護者と子どもに寄り
添う姿が感じられ、面接の機会も
増えていることが評価される。

・子どもの特性を理解し、個別体
制での対応が行われていることに
安心感を覚える保護者も多い。

・インクルーシブ教育への取り組
みや、一人ひとりのペースに合わ
せた教育が行われていることが認
められている。
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・独立した特別支援コーディネーターを
置き、療育施設・病院・保護者・本園と
の連携を密にする体制を構築した。こ
れにより、グレーゾーンの子どもに対
する支援体制を強化することができ、
保護者にも面談を通じて理解を促すこ
とができた。

・各学級担任も特別支援コーディネー
ター連携しながら、子どものクラスでの
居場所を作り、その子の長所を伸ばし
ながら日々を楽しく過ごせるよう努める
ことができた。その結果、対象となる子
どもの成長を見ることができた。

・子どもの発達に関する悩みのある保
護者と寄り添いながら、その子にとっ
てどう対応することがベストであるかを
共に考え、病院や専門施設とつなげ
た。

・入園後気になる子がいた場合、教師
間で情報を共有し、全体で気に掛ける
体制を整備した。

・子どもだけでなく家族支援も必要とな
るため、発達支援の現場をリードする
児童発達支援管理責任者（自発管）を
置くべく、担当教員に資格を取らせる。

・現在の特別支援コーディネーターを
サポートできる教師を配置する。

・コーディネーターの教員や保護者と
の連携を図りながら、子どもの成長を
支援する。

教育環境
園児たちが楽しんで教育活動に取
り組める環境づくに工夫をする。

「週案」及び「日案」における計画
的な教育活動の実施、日常の教
育活動の展開のうえで、興味・関
心を高める工夫、活動の振り返り
による次の活動に対するモチベー
ションを高める

・日常の教育活動を行っていく中
で、事前に計画した週案や日案通
りにならないことを常に予測しなが
ら、状況にあったフレキシブルな
教育活動を展開する。

・発達障害の子ども達にとって、教
室内の刺激や情報が過多になり
がちになるので、クールダウンで
きる避難場所となる部屋等を準備
する。

・県外からの転入園児や外国籍の
入園者も多いため、静岡県の特産
品や名所を知る機会を活動に組
入れ、静岡の文化を教える機会を
持つ。同時に、地元から入園してく
る園児たちは、静岡以外の文化
を、子どもたち同士の交流の中か
ら学び、異文化理解を相互に行う
体制を救る。

・壁に貼られた作品や備品などに
興味を持たせる「しかけ」が施され
ており、図書コーナーも充実してい
る。子ども達がリラックスできるス
ペースやクールダウンの場として
も活用でき環境が整っている。

・イベントや外部講師の活用も充
実し、子ども達が楽しく学べる環境
が整えられている。・日常の園生
活でも子どもの気持ちに寄り添い
ながら進められており、保護者に
も子どもの成長が伝えられる機会
が提供されている。

・学期末の「がんばったねの会」で
は、子ども達が自分の頑張りを振
り返り、自信を持つ機会を得られ
ており、子どもたちの自己肯定感
を高めることにつながっている。
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・日案での振り返りや学びの種をまくこ
とを継続し、教育活動を行う上で、教
材研究や事前の準備を行い、フレキシ
ブルに子ども達のやりたいことができ
る環境作りを取り入れることができた。
その結果、子どもたちの興味ある遊び
をご、っこ遊びに取り入れ、クラス全体
へ広げながら、道具や教材の使い方
を学び、友達関係を築いていくことが
できた。

・発達障害の子ども達に対して、教室
内の刺激や情報が過多にならないよう
クールダウンできる避難場所を、特別
支援コーディネーターが常駐する部屋
に設けて対応することができた。

・南アフリカの文化や風習など文化交
流の場を設けるイベントに申し込み、
多様な文化を知る機会を設けた。

・引き続き、日案での振り返りや学び
の種を継続し、子ども達が楽しんで教
育活動ができるよう、教室の環境を見
直す。
また、単発的な活動ではなく、継続的
な活動を行い、子どもたちが興味を持
ち楽しく活動できる教育活動を実施す
る。

・外国籍の子ども達も楽しんで参加で
きるよう工夫。

・毎日の週案や日案を振り返ることで
活動の狙いや背景を把握し、自己の
学びにつなげる。それにより、子どもた
ちの興味あることを探り、遊びや活動
に取り入れ、少数から大人数へ展開で
きるよう環境を整え、一人ひとりの成
長に繋げていく。

・教師が進める活動ではなく、子どもが
「やりたい」「楽しそう」と思える活動を
行うようにし、活動前の導入を丁寧に
行う。

研修

教育内容が問われる時代、教職
員の資質向上が常に求められる
ので、計画的かつ時代が求める教
師となっていくための研修を的確
に実施し、各教職員が個々のスキ
ルを上げていく体制作りをする。ま
た、研修内容を共有化していくた
めのシステム作りをしていく。

計画的な研修体制の確立、校外
研修への参加、研修報告会の実
施

・自己研鑽のため、研修会への参
加を継続していく。

・研修を受けた教員が得た知識や
情報を全体に伝えるために、ボイ
スレコーダーなどを活用して一部
抜粋することなので、全教員に研
修内容が伝えられるような機会を
設定する。

・教諭のキャリアや興味関心に応
じて、研修への参加ができる環境
を整えることが重要であり、教諭
の余裕や余力も維持することが必
要。

・保育時間や業務の合間に研修
に参加し、常に学び続ける教師の
姿勢は、評価に値する。

・時代の変化に合わせて教育のス
タイルや内容も変化するものの、
そこに合わせたスキルアップをす
ることだけに焦点をあてるのでは
なく、本園の変わらない価値観や
原則も大切にしながら、スキル
アップに取り組むのは大変なこと
だが、意識しながら研鑽に努めた
ことには敬意を表す。
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・研修を受けた教員が得た知識や情
報を全体に伝え、全教員に研修内容
が伝えられる機会を設定した。

・教諭のキャリアや興味関心に応じて
研修に参加できる環境を整備し、余裕
や余力を維持できた。

・研修に早めに参加情報を提供し、準
備や心構えを促した。また、研修会参
加により教育環境や子どもへの関わり
方、教育活動の振り返りを見直し、次
の教育活動の計画に活かした。

・教育活動に向けての姿勢がうまく伝
わらない場合、後輩の育て方に関する
研修を実施した。

・はごろも研修の継続で意識が高ま
り、他園との比較や学びが多く、教育
者としての責任感が強まった。

・園内研修や郊外研修で新たな知識
や情報を学び、園外の職員との交流
で様々なアイデアを取り入れることが
できた。

・定期的な外部研修で様々なことを学
び、様々な視点から物事を考え、教育
活動に活かせた。

・教諭がもっと研修や勉強会に参加
し、様々な面で視野を広げて学ぶ環境
づくりをする。

・教諭のキャリアや興味関心に応じて
研修に参加できる環境を整え、余裕や
余力を維持する。

・研修会への参加により自己の振り返
りや気づきにつながるため、様々な研
修に積極的に参加できるような職場環
境を作る。

保護者、地域住民と
の連携

保護者や地域諸団体や地域住民
との交流・連携を図る。

保護者の会との情報交換、学校
運営に対する外部団体の参画、
外部要望の学校運営に対する反
映、保護者に対する協力依頼

・外部からの様々なオファーに対
応することは重要であるので、こ
れからも可能な限り受けて参加す
る。

・地域の方々との交流は子ども達
の視野を広げ、良い刺激になるの
で、積極的に取り組む。・園長が
化学実験を行う機会を設定し、子
ども達の知的好奇心を高めるよう
にする。

・保護者や地域住民との連携は安
全管理や不審者からの保護にも
役立つので、こうした交流の機会
は大切にしてきた。

・学年懇談会では、学年主任が日
常の子どもたちの様子を、分かり
やすく話しをしてくれ、子どもへの
声掛けの重要性や貴重な教訓を
学べることは、親として参考になっ
た。
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・中田本町老人会やアピタ静岡など外
部からのオファーに対応し、老人会と
園児の交流の場に参加することで、地
域との連携が強化された。した。これ
により、子ども達の視野を広げ、良い
刺激になった。

・園長が化学実験を行う機会を設定
し、子ども達の知的好奇心を高めるこ
とができた。

・天城連峰太鼓の招聘の際は、町内
会にも参加の呼びかけをし、いい地域
交流ができたが、近隣住人かにイベン
ト内容が事前に告知されていないと
いったクレームもあり反省点が残っ
た。

・保護者が迎えに来る際やバスの登
降園時に子どもの様子を伝え、心配事
の改善に務めた。
・保護者参観を通して子ども達の様子
を見てもらい、教師と保護者間のコミュ
ニケーションを強化することができた。

・行事の際には、園の周囲だけでなく
広い範囲で周知し、騒音などの影響を
最小限に抑えると共に、イベント情報
を回覧板や近隣に伝える。また、イン
スタグラムなどで事前に掲載し、迷惑
をかける可能性を知らせる。

・今後も、地域のイベントや活動に積
極的に参加する。

・定期的にアンケートを実施し、保護者
のニーズをつかみ、それをフィードバッ
することで、保護者や地域のニーズを
反映させる。

・園長が化学実験を行う機会を設定
し、子ども達の知的好奇心を高めると
共に、継続的に教育効果の測定をす
る。

・子どもの姿や成長点を伝え、保護者
と情報交換しながら子どもの成長を支
援する。

情報提供
幼稚園に関する活動状況などに
関する情報発信を積極的に行う。

ホームページ、フェイスブック、イ
ンスタグラム等による情報発信、
パンフレットの毎年の更新、園メー
ルやICTシステムの活用による保
護者への情報提供と園との情報
交換

・ホームページやインスタグラムの
継続を図る。

・ICTシステムをフル活用し、安全
確保に努める。

・年間を通して様々な行事があり、
楽しいことがいっぱい詰まった幼
稚園であることを、今後もSNSを通
じて今まで以上に発信していく。

・教員がインスタグラム等で、園児
の様子をアップロードしてくれるこ
とは、日常の生活の様子がわか
り、保護者として評価したい。教室
の中の様子を見せてもらうことで、
今何が飾られているのか教室の
環境がわかり、他のクラスの様子
も知れて楽しく感じられた。また、
教員の熱いコメントも共有されて
いるので、その思いが保護者に伝
わった。
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・ホームページやインスタグラム等の
情報発信を継続し、園の情報や子ども
達の様子を保護者や未就園児、県外
の方にも発信した。

・非認知能力育成につながるアプリ
ケーションを入れたiPadを導入すること
で、年中・長児がタブレットを活用し楽
しんだ。

・年間を通して様々な行事をホーム
ページやインスタグラム等のSNSで発
信し、楽しいことがいっぱい詰まった幼
稚園を広く伝えることができた。これに
より、保護者の間で幼稚園での園児の
生活状況を共有しやすい環境を作り
上げた。

・園だよりでは、単に活動結果を保護
者に知らせるだけでなく、活動のプロ
セスをつぶさに見ることができるような
物を作成し、具体的な活動の経過や
成長点を伝えることができた。

・バスへの連絡が簡易かつ正確に伝
えられるようコミュなびを導入し、登録
や入力が確実に行えるよう改良。ま
た、出欠席についても、アプリを活用し
て保護者からの連絡を受けるようにし
た。

・パンフレットの更新と多岐にわたるコ
ミュなびの活用をする。

・引き続き情報発信を行いながら、保
護者の反応を見つつ園の様子が伝わ
るように模索する。

・「おうちえん」というアプリを導入する
ことで、印刷の関係で写真がつぶれて
見づらいという意見があったた「お便
り」をやめ、ペーパーではなくアプリを
活用してお便りを作成し、保護者と共
有する。

総合評価 4


